
◦創
そう

　立
りつ

昭
しょうわ

和50（1975）年
ねん

4月
がつ

◦生
せ い と す う

徒数　965名
めい

　　　　　　　（令
れいわ

和8年
ねん

4月
がつ

現
げんざい

在）

第
だい

1 学
がくねん

年　9クラス
…男

だんし

子 181 名
めい

・女
じょ し

子 144 名
めい

第
だい

2 学
がくねん

年　9クラス
…男

だんし

子 164 名
めい

・女
じょ し

子 159 名
めい

第
だい

3 学
がくねん

年　9クラス
…男

だんし

子 159 名
めい

・女
じょ し

子 152 名
めい

◦制
せいふくしょうかい

服 紹 介 

13 の運
うんどう

動部
ぶ

、10 の文
ぶん か

化部
ぶ

と同
どうこうかい

好会があります。
各
かくしゅ

種大
たいかい

会への出
しゅつじょう

場、学
がっこう

校行
ぎょうじ

事への参
さん か

加のほか、地
ちい き

域におけるさまざまなイベントにも関
かか

わり、運
うんどう

動部
ぶ

・文
ぶん か

化部
ぶ

ともに積
せっきょくてき

極的に活
かつどう

動しています。

■運
うんどう

動部
ぶ

他
ほか
にボランティア同

どうこうかい
好会

があります。

■文
ぶんか

化部
ぶ

■生
せいとかい

徒会

バドミントン部
ぶ

バスケットボール部
ぶ

陸
りくじょうきょうぎ
上 競技部

ぶ
ハンドボール部

ぶ
剣
けんどう
道部

ぶ

ソフトテニス部
ぶ

サッカー部
ぶ

野
やきゅう
球部

ぶバレーボール部
ぶ

テニス部
ぶ

ダンス部
ぶ

山
さんがく
岳部

ぶ
卓
たっきゅうぶ
球部 吹

すいそうがく
奏楽部

ぶ
軽
けいおんがく
音楽部

ぶ

華
か
・茶
さどう
道部

ぶ
家
か て い か
庭科研

けんきゅう
究部

ぶ
文
ぶんげい
芸部

ぶ
美
びじゅつ
術部

ぶ
API部

ぶ
（イラストレーション部

ぶ
）

生
せいとかい
徒会合

がっしょうぶ
唱部写

しゃしん
真部

ぶ
総
そうごうえいぞうけんきゅう
合映像研究部

ぶ

部
ぶ か つ ど う

活動



�主
おも

な駅
えき

から本
ほんこう

校までの
所
しょようじかん

要時間
◦ＪＲ橋

は し も と

本駅から	 約
やく

40分
ふん

◦ＪＲ・東
とうきゅう

急 菊
きくなえき

名駅から
	 約

やく

30分
ふん

◦小
おだきゅう

田急・相
そうてつ

鉄 大
やまとえき

和駅から
	 約

やく

50分
ふん

横浜市営バス
神奈川中央バス
東急バス
相鉄バス

青葉台長津田

十日市場

鶴ヶ峰

三ツ境
大和

中央林間

中山

新横浜
菊名

横浜

日吉

町田

橋本 京王
線

小田
急線

JR 横浜線
東急田園都市線

至渋谷

東急東横線

相鉄線

小
田
急
江
ノ
島
線

霧が丘高校前
バス停

市営地下鉄

若
葉
台
中
央

最寄り駅からのバス利用

神奈川県立
霧が丘高等学校

●ＪＲ
ＪＲ横浜線十日市場駅（南口）　65系統、23系統のバス（横浜市営、東急）で約10分　

「霧が丘高校前」下車
●東急田園都市線
青葉台駅　65系統、23系統のバス（横浜市営、東急）で約20分　「霧が丘高校前」下車
長津田駅　40系統のバス（神奈川中央交通）で約10分　「霧が丘高校前」下車
●相鉄線
三ツ境駅　116系統のバス（神奈川中央交通、相鉄）（近隣公園前経由）で約20分　

「霧が丘高校前」下車
鶴ヶ峰駅　115系統のバス（神奈川中央交通）で約25分　「霧が丘高校前」下車

も よ えき り よう

アクセス

■ 連
れんらくさき

絡先 電
でんわばんごう

話番号 ０４５（９２１）６９１１
音
おんせい

声ガイダンス４

〒226-0016  神奈川県横浜市緑区霧が丘6-16-1
TEL 045-921-6911（代表）  FAX 045-923-0753
https://www.pen-kanagawa.ed.jp/kirigaoka-h/表紙：51期 平尾莉子

神奈川県立霧が丘高等学校

参
さんか

加を希
きぼう

望する場
ばあい

合は、中
ちゅうがっこう

学校の先
せんせい

生に申
もう

し込
こ

んでください。保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

と一
いっしょ

緒にご参
さんか

加ください。
開
かいし

始時
じか ん

間までに霧
きり

が丘
おか

高
こうこう

校の視
しちょうかく

聴覚室
しつ

に集
しゅうごう

合してください。
上
うわば

履きと筆
ひっき

記用
よう ぐ

具をご持
じさん

参ください。
時
じかん

間が変
へんこう

更になったり、災
さいがい

害などにより中
ちゅうし

止になったりする場
ばあい

合があります。必
かなら

ず事
じせ ん

前に、霧
きり

が丘
おか

高
こうこう

校のホームペー
ジでご確

かくにん

認ください。
公
こうきょうこうつう

共交通機
きかん

関を利
りよう

用してください。駐
ちゅうしゃじょう

車場、駐
ちゅうりんじょう

輪場は利
りよう

用できません。

第１回 6月10日水 12：45 受
うけつけ

付 13：15～15：20

第２回 6月16日火 12：45 受
うけつけ

付 13：15～15：20

第３回 9月16日水 12：45 受
うけつけ

付 13：15～15：20

◦�なにかわからないことがあれば、
霧
きり

が丘
おか

高
こうこう

校に電
でん わ

話してください。

　中
ちゅうがく

学 3 年
ねんせい

生等
とう

対
たいしょう

象インクルーシブ教
きょういくじっせんすいしんこうせつめいかい

育実践推進校説明会



学
が っ こ う あ ん な い

校案内2026年
ね ん ど

度

特
とくべつ

別募
ぼしゅう

集用
よう

（インクルーシブ）

全
ぜんにちせい

日制・普
ふ つ う か

通科

神神
かか

奈奈
なな

川川
がわがわ

県県
けんりつけんりつ

立立    霧霧
きりきり

がが丘丘
おかおか

高高
こうとうがっこうこうとうがっこう

等学校等学校



学
がっこう

校の実
じったい

態

未
み ら い

来を切
き

り拓
ひら

く力
ちから

の育
いくせい

成 認
みと

め合
あ

い支
ささ

え合
あ

う力
ちから

の育
いくせい

成 母
ぼ こ う

校にプライドを感
かん

じる学
がっこう

校（校
こうふう

風）づくり

令
れ い わ

和７年
ね ん ど

度の学
がっこうひょうか

校評価
（保

ほ ご し ゃ

護者・地
ち い き

域の期
き た い

待）〇インクルーシブ教
きょういくじっせんすいしんこう

育実践推進校と
　しての取

とりくみ

組（７年
ねんめ

目）
〇学
がくねんぜんたい

年全体の約
やく

57％
パーセント

が大
だいがくしんがく

学進学
〇主
しゅたいてき

体的な学
まな

びに向
む

けたアクティブ
　ラーニングの推

すいしん

進
〇約
やく

70％
パーセント

の部
ぶかつどうかにゅうりつ

活動加入率
〇�部
ぶかつどう

活動、学
がっこうぎょうじ

校行事を通
つう

じた地
ちいきれん

域連携
けい

・
地
ちいきこうけんかつどう

域貢献活動の推
すいしん

進
〇きめ細

こま

かい生
せいかつしどう

活指導の実
じっし

施

○主
しゅたいてき

体的・対
たいわてき

話的で深
ふか

い学
まな

びに向
む

けた授
じゅぎょうすいしん

業推進
○ＢＹＯＤ（iPad）を活

かつよう

用した教
きょういくかつどう

育活動の確
かくりつ

立
○補
ほしゅう

習・講
こうしゅうとう

習等の充
じゅうじつ

実による探
たんきゅうがくしゅう

究学習の推
すいしん

進
○�英

えい ご

語を中
ちゅうしん

心とした外
がいぶ し か く

部資格・検
けんていしけん

定試験の活
かつよう

用
促
そくしん

進
○自

じりつ

立と社
しゃかいさんか

会参加に向
む

けた体
たいけんがくしゅうとう

験学習等の充
じゅうじつ

実
○�キャリア支

しえんきょういく

援教育、きめ細
こま

やかな進
しんろ し ど う

路指導を
通
つう

じた進
しんろじつげん

路実現

○�生
せい と

徒と教
きょういんかん

員間の信
しんらいかんけい

頼関係づくりとインクルー
シブ教

きょういく

育の推
すいしん

進に向
む

けた研
けんしゅう

修の実
じっ し

施
○�生

せい と

徒主
しゅたい

体による部
ぶかつどう

活動・学
がっこうぎょうじ

校行事を通
つう

じた豊
ゆた

かな人
にんげんかんけい

間関係づくりと課
かだいかいけつのうりょく

題解決能力の育
いくせい

成
○�ボランティア活

かつどう

動、地
ちいきこうけんかつどう

域貢献活動の推
すいしん

進によ
る他

たしゃりかいりょく

者理解力、社
しゃかいせつぞくいしき

会接続意識の向
こうじょう

上
○�外

がい ぶ き か ん

部機関との連
れんけい

携によるインクルーシブな
学
がっこう

校づくりの推
すいしん

進
○すべての生

せいと

徒のための支
しえんたいせい

援体制の充
じゅうじつ

実
○地

ちい き

域や保
ほ ご し ゃ

護者と連
れんけい

携した防
ぼうさいきょういくとう

災教育等の実
じっし

施

○部
ぶかつどう

活動のさらなる活
かっせいか

性化と部
ぶかつどうかにゅうりつ

活動加入率の向
こうじょう

上
○�「あいさつ」の励

れいこう

行による豊
ゆた

かな人
にんげんかんけい

間関係づ
くり

○規
きりつ

律正
ただ

しい生
せいかつしどう

活指導と個
こ

に応
おう

じた支
しえん

援の実
じっし

施
○�部

ぶかつどうとう

活動等を通
つう

じた積
せっきょくてき

極的な地
ちいきこうりゅう

域交流・地
ちいき

域連
れん

携
けい

・地
ちいきこうけん

域貢献の推
すいしん

進
○生

せいと

徒が全
ぜんめんてき

面的に活
かつやく

躍する学
がっこうせつめいかいとう

校説明会等の実
じっし

施
○�学
がっこう

校ホームページや動
どうがはいしんとう

画配信等を通
つう

じた学
がっこう

校
のＰＲ活

かつどう

動の促
そくしん

進

　　　めざす生
せ い と ぞ う

徒像（育
はぐく

みたい力
ちから

）
１　チャレンジしながら未

みらい

来を切
き

り拓
ひら

いていく生
せいと

徒
２　お互

たが

いを認
みと

め合
あ

い、支
ささ

え合
あ

うことのできる生
せいと

徒
３　これからの時

じだい

代を生
い

きるための力
ちから

を身
み

に付
つ

けた生
せいと

徒
４　自

みずか

らの力
ちから

で自
じこじつげん

己実現を果
は

たしていく生
せいと

徒

　　　　　　めざす学
がっこう

校（校
こ う ふ う

風）づくり
１　保

ほ ご し ゃ

護者から信
しんらい

頼され、地
ちいき

域から愛
あい

される安
あんしん

心・安
あんぜん

全な学
がっこう

校
２　すべての生

せいと

徒が共
とも

に学
まな

び相
そうごりかい

互理解を深
ふか

めるインクルーシブな学
がっこう

校
３　豊

ゆた

かな人
にんげんせい

間性や社
しゃかいせい

会性を培
つちか

い、社
しゃかいてき

会的・職
しょくぎょうてき

業的に自
じりつ

立をめざす学
がっこう

校
４　霧

きりこうせい

高生であることにプライドが持
も

てる元
げんき

気で活
かつりょく

力のある学
がっこう

校

【教
きょういくりねん

育理念】
「人
ひと

の基
もと

を創
つく

る」を基
きばん

盤とした自
じりつ

律・自
じりつ

立・参
さんかく

画
による社

しゃかい

会に有
ゆうい

為な人
じんざい

材を育
いくせい

成する。
【学
がっこうきょういくもくひょう

校教育目標】
心
しんしん

身ともにたくましく健
けんこう

康で、学
がくりょくきょうよう

力教養と豊
ゆた

かな
個
こせい

性、徳
とくせい

性を身
み

につけた有
ゆうい

為な人
じんざい

材の育
いくせい

成
【教
きょういくほうしん

育方針】
１　学

がくりょく

力、個
こせい

性、健
けんこう

康のバランスのとれた円
えんまん

満		
　　な人

じんかく

格の形
けいせい

成
２　豊

ゆた

かな情
じょうそう

操と堅
けんご

固な意
い し

志の養
ようせい

成
３　学

がくもん

問、芸
げいじゅつ

術に対する情
じょうねつ

熱の喚
かんき

起
４　自

みずか

ら生
い

かすとともに他
ほか

をも生
い

かす共
きょうえい

栄の心
こころ

　　の養
ようせい

成

〇多
たようせい

様性の理
りかい

解や相
そうごそんちょう

互尊重の精
せいしん

神の
　涵
かんよう

養
〇�インクルーシブな学

がっこう

校づくり
〇生
せいとしゅたい

徒主体による様
さまざま

々な活
かつどう

動
〇進
しんろせんたく

路選択のイメージ形
けいせい

成
〇規

き ぼ い し き

範意識の醸
じょうせい

成
〇地

ちいき

域に開
ひら

かれた学
がっこう

校づくり

◇�本
ほんこう

校への入
にゅうがく

学を強
つよ

く希
きぼう

望し、積
せっきょくてき

極的 ･ 意
いよくてき

欲的に教
きょうか

科や教
きょうかがいかつどう

科外活動に取
と

り組
く

み ､ 他
たしゃ

者と協
きょうどう

働しながら充
じゅうじつ

実した高
こうこうせいかつ

校生活を送
おく

ろうと
する生

せいと

徒を求
もと

めます。
　このため、本

ほんこう

校では次
つぎ

のような目
もくひょう

標を持
も

って学
がっこうせいかつ

校生活を送
おく

ることを期
きたい

待します。
○挨
あいさつ

拶や礼
れいぎ

儀を身
み

に付
つ

け、前
まえむ

向きに高
こうこうせいかつ

校生活を送
おく

ろうとする生
せいと

徒
○中
ちゅうがっこう

学校における学
がくしゅう

習を基
きばん

盤として、自
みずか

ら進
すす

んで学
がくしゅう

習に励
はげ

み、学
がくりょく

力の向
こうじょう

上をめざす生
せいと

徒
○進
しんろじつげん

路実現に向
む

け、未
みらい

来に向
む

かってチャレンジするために、自
みずか

ら目
もくひょうせってい

標設定ができる生
せいと

徒
○�学
がくねん

年やホームルームを大
たいせつ

切にし、霧
きりこうさい

高祭（文
ぶんかさい

化祭 ･体
たいいくさい

育祭）･修
しゅうがくりょこうとう

学旅行等の学
がっこうぎょうじ

校行事、部
ぶかつどう

活動や地
ちいき

域における社
しゃかいかつどう

会活動、ボランティ
ア活
かつどうとう

動等において強
つよ

い意
いよく

欲と関
かんしん

心を持
も

つ生
せいと

徒
○ ｢共

きょうせいしゃかい

生社会 ｣の実
じつげん

現に向
む

け、多
たよう

様な個
こせい

性を認
みと

め合
あ

う生
せいと

徒

アドミッション･ポリシー（入
にゅうがくしゃ

学者の受
う け い

入れに関
か ん

する方
ほ う し ん

針）

Challenge !　～ 未
み ら い

来を切
き

り拓
ひ ら

け ～

学
がっこう

校概
がいよう

要

神奈川県立霧が丘高等学校　グランドデザイン神奈川県立霧が丘高等学校　グランドデザイン

霧
き り こ う

高のミッション

学
が っ こ う も く ひ ょ う た っ せ い

校目標達成に向
む

けた具
ぐ た い

体の取
と り く み

組保
ほ ご し ゃ

護者 地
ち

　域
い き

か な が わ け ん り つ き り 　 おかこうとうがっこう



芸術選択
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

現
代
の

国
語

言
語
文
化

地
理
総
合

歴
史
総
合

数
学
Ⅰ

数学Ａ 物
理
基
礎

化
学
基
礎

体
育

保
健

英
語

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅰ
論
理
・

表
現
Ⅰ

音楽Ⅰ 総
合
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

美術Ⅰ自己と
社会Ⅰ 書道Ⅰ

必修選択Ⅰ 必修選択Ⅱ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

文
学
国
語

公
共

数
学
Ⅱ

生
物
基
礎

体
育

保
健

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ

家
庭
基
礎

情
報
Ⅰ

物理 音楽Ⅱ

総
合
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

化学 美術Ⅱ
日本史探究 書道Ⅱ
世界史探究 数学Ｂ

自己と社会Ⅱ 古典探究
英語コミュニ
ケーションⅠ

必修選択Ⅰ 必修選択Ⅱ 必修選択Ⅲ 自由選択（0～3科目選択）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

論
理
国
語

文
学
国
語

体
育

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

論
理
・
表
現
Ⅱ

※物理
（継続）＋自選1単位

数学Ⅲ
（数BC選択者）

※数学Ｃ
（数B選択者）

+自選①

自由選択（０～６）

言語文化②
政治・経済② 倫理②
※数学C①（＋Ⅲの数学C）

※物理①（＋Ⅰの物理）

化学③
※生物①（＋Ⅰの生物）

幼児教育音楽②
※スポーツ概論①（＋Ⅲのスポーツ概論）

論理･表現Ⅰ②
保育基礎②

フードデザイン②
情報Ⅱ②

総
合
探
究

Ｌ
Ｈ
Ｒ

化学
数学探究β（数B選択者）

生物 数学Ⅰ
※生物

（＋自選1単位） 古典探究 古典探究 地学基礎

日本史探究 現代の
国語

現代の
国語

英語コミュニ
ケーションⅡ

国語表現
（上限20人）

国語表現
（上限20人）

世界史探究

英語コミュニ
ケーションⅡ 歴史総合 ※スポーツ概論

（20人程度）＋自選①

政治・
経済

数学A
（数A選択者）

音楽Ⅲ
美術Ⅲ

自己と社会Ⅲ 書道Ⅲ

すべての生
せ い と

徒がともに学
ま な

び互
た が

いに認
み と

め合
あ

い、多
た よ う せ い

様性を尊
そんちょう

重しながら成
せいちょう

長することを目
め ざ

指しています。

だれもが学
ま な

びやすい学
が っ こ う

校づくりに向
む

け、教
きょうしつ

室環
かんきょう

境の整
せ い び

備や授
じゅぎょう

業の工
く ふ う

夫などを行
おこな

っています。

※変更になることもありますのでご了承ください。

※１ �太枠 よ り １ 科
目ずつ選択

※２ �必修選択Ⅱ と
同 じ 科目 は 選
べない

※３ �※印 が 科目名
についているも
のは、必ず自選
もとること

１クラス40人
にん

くらい、みんな一
いっしょ

緒に学
がっこう

校生
せいかつ

活を送
おく

ります。

文
ぶんか

化祭
さい

や体
たいいく

育祭
さい

、校
こうがい

外学
がくしゅう

習など、様
さまざま

々な学
がっこう

校行
ぎょうじ

事や学
がくねん

年行
ぎょうじ

事があります。

学
がくしゅうかつどう

習活動の他
ほか

、部
ぶかつどう

活動や生
せいとかいかつどう

徒会活動などにも参
さんか

加しましょう。

学校生活

高
こうこう

校の教
きょういくかてい

育課程で学
まな

びます。ペア学
がくしゅう

習やグループ学
がくしゅう

習など、ともに学
まな

ぶことを大
たいせつ

切にしています。

同じ教
きょうかしょ

科書を用
もち

い、同じ授
じょうぎょう

業、同
おな

じテストを受
う

けます。必
ひつよう

要に応
おう

じて、個
こべつきょういくけいかく

別教育計画を立
た

てます。

個
こべつきょういくけいかく

別教育計画は、本
ほんにん

人と保
ほごしゃ

護者の方
かた

と相
そうだん

談して作
さくせい

成し、その目
もくひょう

標に向
む

けて学
がくしゅう

習に取
と

り組
く

みます。

授
じゅ

　　業
　ぎょう

本
ほんこう

校のキャリア科
かもく

目「自
じこ

己と社
しゃかい

会」を選
せんたく

択し、社
しゃかい

会で必
ひつよう

要なことを学
まな

びます。

夏
なつやす

休み中
ちゅう

に、学
がっこう

校や職
しょくば

場の見
けんがく

学や体
たいけんがくしゅう

験学習などに参
さんか

加します。

本
ほんにん

人の希
きぼう

望に応
おう

じた指
しどう

導・支
しえん

援を行います。

進
し ん ろ

路支
し え ん

援

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
言語文化 2 倫理 2 物理 １ 生物 1 スポーツ概論 １ 保育基礎 2 情報Ⅱ 2
政治・経済 2 数学C １ 化学 3 幼児教育音楽 2 論理･表現Ⅰ 2 フードデザイン 2

１
年
生

２
年
生

３
年
生

自
じゆうせんたく

由選択
科
か も く

目

フロントゼロ	 授
じゅぎょう

業に集
しゅうちゅう

中できるよう、黒
こくばん

板の周
しゅうい

囲には授
　じゅぎょう

業以
いがい

外の情
じょうほう

報はありません。

ティーム・ティーチング	 1つの授
じゅぎょう

業に複
ふくすう

数の教
きょういん

員が関
かか

わります。主
おも

に1学
がくねん

年の授
じゅぎょう

業です。

リソースルーム	 �すべての生
せいと

徒が落
お

ち着
つ

き

たいとき、交
こうりゅう

流したいとき

に使
しよう

用できます。

 学
ま な

びやすい
環
かんきょう

境

教
きょういくかてい

育課程

本
ほんこう

校のインクルーシブ教
 きょういく

育　



日
にっかひょう

課表
ホームルーム 8：45～ 8：50 委

い い ん か い

員会、行
ぎょうじ

事、進
し ん ろ

路など、大
たいせつ

切な連
れんらく

絡が伝
つた

えられます。

１校
こ う じ

時 9：00～	 9：50
授
じゅぎょうじかん

業時間は50分
ぷん

です。
午
ごせんちゅう

前中は、４校
こ う じ

時まであります。
授
じゅぎょう

業の間
あいだ

には、10分
ぷんかん

間の休
きゅうけい

憩があります。

２校
こ う じ

時 10：00～	10：50

３校
こ う じ

時 11：00～	11：50

４校
こ う じ

時 12：00～	12：50

昼
ひるやす

休み（45分
ふん

） 12：50～	13：35 昼
ひるやす

休みは45分
ふん

あります。昼
ひる

ごはんは、お弁
べんとう

当を持
じ さ ん

参したり、売
ばいてん

店でパンやお弁
べんとう

当を買
か

ったりすることもできます。

５校
こ う じ

時 13：35～	14：25
午

ご ご

後は、２校
こ う じ

時あります。
６校

こ う じ

時 14：35～	15：25
ホームルーム

清
せいそう

掃 15：25～
担
たんにん

任の先
せんせい

生から、明
あ し た

日の予
よ て い

定や、連
れんらく

絡が伝
つた

えられます。
掃
そ う じ

除は、自
じ ぶ ん

分の教
きょうしつ

室だけでなく、割
わ

り当
あ

てられた教
きょうしつ

室や廊
ろ う か

下の掃
そ う じ

除も行
おこな

います。

放
ほ う か ご

課後
運
う ん ど う ぶ

動部も文
ぶ ん か ぶ

化部も、それぞれの場
ば し ょ

所で活
かっぱつ

発に活
かつどう

動しています。
部
ぶ か つ ど う

活動が終
お

わる時
じ か ん

間は、各
かく

部
ぶ か つ ど う

活動によって違
ちが

います。

　４月
がつ

のオリエンテーションから始
はじ

まり、遠
えんそく

足、体
たいいくさい

育祭、文
ぶんかさい

化祭など、１年
ねんかん

間を通
とお

して、たくさんの学
がっこう

校行
ぎょうじ

事があります。

霧
きり

高
こうせい

生の一
いちにち

日

◦入
にゅうがくしき

学 式
◦新

しんにゅうせい

入生オリエンテーション
◦対

たいめんしき

面式
◦部

ぶ か つ ど う

活動紹
しょうかい

介 
◦避

ひ な ん

難訓
くんれん

練
◦校

こうがい

外学
がくしゅう

習活
かつどう

動

◦中
ちゅうかんしけん

間試験
◦選

せんたくかもく

択科目説
せつめいかい

明会（１・２年
ねん

）
◦霧

きりこうさい

高祭（体
たいいくぶもん

育部門） ◦クラスマッチ
◦期

き ま つ

末試
し け ん

験
◦実

じつりょく

力テスト（１・２年
ねん

）
◦三

さんしゃ

者面
めんだん

談
◦補

ほしゅう

習・講
こうしゅう

習　
◦部

ぶ か つ ど う

活動合
がっしゅく

宿　

◦補
ほしゅう

習・講
こうしゅう

習　
◦部

ぶ か つ ど う

活動合
がっしゅく

宿　
◦インターンシップ

 November  

◦霧
きりこうさい

高祭（文
ぶ ん か ぶ も ん

化部門）
◦避

ひなんくんれん

難訓練
◦福

ふ く し

祉講
こ う ざ

座（１年
ねん

）
◦生

せ い と か い

徒会役
やくいん

員選
せんきょ

挙
◦中

ちゅうかん

間試
し け ん

験
◦修

しゅうがく

学旅
りょこう

行（２年
ねん

）
◦ＤＩＧ研

けんしゅう

修　

◦地
ち い き

域貢
こうけん

献デー
◦チューリップ球

きゅうこん

根植
う

え
◦期

き ま つ

末試
し け ん

験
◦実

じつりょく

力テスト（１・２年
ねん

）

◦学
がくねんまつ

年末試
し け ん

験（３年
ねん

） ◦入
にゅうがくしゃ

学 者選
せんばつ

抜 ◦生
せ い と

徒総
そうかい

会
◦クラスマッチ
◦学

がくねんまつ

年末試
し け ん

験（１・２年
ねん

）
◦卒

そつぎょうしき

業 式

修
しゅうがく

学 旅
りょこう

行 霧
きりこうさい

高祭（文
ぶ ん か さ い

化祭）

校
こうがいがくしゅう

外学習（１年
ねん

）

校
こうがいがくしゅう

外学習（２年
ねん

）

霧
きりこうさい

高祭（体
たいいくさい

育祭）クラスマッチ

学
がっこう

校行
ぎょうじ

事


